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ビジネスと人権
<人と共に>

コマツは、2019年9月に「人権に関する方針」を策定（2023年9月改定）し、国連「ビジネスと人権に関する指導原則」などの国際基準に準拠した人
権の尊重を、グローバルな組織全体に適用して事業を行うことを宣言しました。本方針は、すべての事業活動および全世界のグループ社員に適用さ

れるだけでなく、協力企業（サプライヤー）、販売・サービス代理店、その他ビジネスパートナーに対しても事業活動のなかで本方針に従うよう期待

しています。 

　コマツは、企業に求められる社会的責任を果たすため、事業活動により

生じうる人権リスクを洗い出して評価し、人権に対する負の影響が懸念さ

れる場合は適切な是正措置を講じる「人権デューデリジェンス」のプロセ

スを整備し、継続的に運用しています。

　2025年度の主な活動として、欧州コーポレート・サステナビリティ・
デューデリジェンス指令（CSDDD）の要求事項とコマツのこれまでの取
り組みとのギャップ分析を行いました。将来的なCSDDDの適用開始に
向けて、優先的に実施すべき項目を整理して対応を進めています。同時に、

自社およびグループ会社、ならびにバリューチェーン上のビジネスパート

ナーの事業活動をマッピングし、建設・鉱山機械および産業機械の事業

分野における人権・環境リスク評価を実施することで、特に注視すべき領

域を洗い出しました。資材調達の人権分野でリスクが比較的高い結果と

なったため、サプライチェーンの上流にフォーカスして、更なる調査・分析

を行う準備を進めています。 

　コマツは、人権・環境デューデリジェンスのプロセス（負の影響の評価、

優先順位付け、予防計画の策定など）の一環として、ステークホルダーエ

ンゲージメントに取り組んでいます。2026年1月から2月には、日本国内
の協力企業（サプライヤー）4社の本社を訪問し、人権・環境に関する取り
組み状況について各社の代表者や担当者と意見交換を行いました。結果

として、各社とも人権・環境に関する取り組みが丁寧に進められているこ

とを確認しました。 

■ 人権デューデリジェンス ■ ステークホルダーエンゲージメント

人権デューデリジェンスのプロセス

CSDDDに備えたバリューチェーンマッピング

人権に関する主な取り組み

ステークホルダーエンゲージメント

人権リスクの評価
（アセスメント）

社内部門・手続きへの
統合と適切な措置

情報開示 追跡調査
（モニタリング）

人権デューデリジェンス

是正・苦情処理
メカニズムの構築人権方針の策定

コマツのビジネスと人権に関する取り組み（ESGデータブック P.81）Web

上流 自社 /
グループ会社 下流

開発 資材調達 生産 /組立 輸送 /保管

リスク判定

建設 ·鉱山
機械

人権 Very low High Medium Low

環境 Low Medium Low Low

産業機械
人権 Very low High Low Low

環境 Low Medium Low Low

人権方針の策定

•「人権に関する方針」策定（2019年）ならびに改定 
（2023年）
•「コマツの行動基準」「グローバル人事方針」に人権 
尊重を反映

•  CSR調達ガイドラインへの人権尊重織り込み

人権 
デューデリジェンス

•  バリューチェーンのリスクアセスメント  
（2014、2017、2020、2025年）
•  コマツグループ、みどり会へのWeb調査実施（2022年）
•  南アフリカにて下流におけるインパクトアセスメント 
実施（2022年）

•  人権e-learning実施   
（全社員および調達担当部門、2023年～）
•  協力企業・代理店契約更新時に人権尊重の条項 
織り込み

是正・苦情処理の 
メカニズム構築

•  コンプライアンス窓口・取適法窓口
•  社外からの問合せ対応窓口への加入 
（一般社団法人ビジネスと人権対話救済機構（JaCER））

ステークホルダー 
エンゲージメント

•  国内協力企業訪問・意見交換
•  海外代理店やお客さまとの意見交換
•  本社マーケティング担当者との「意見交換会」開催 
（2023年～）

https://komatsu.disclosure.site/jp/csr/pdf/KomatsuCSR2026_jp.pdf#page=82
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